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潟と人とのより良い関係を探求し、
潟の魅力と価値を再発見・再構築。

　私は白鳥環境愛護委員会を３年間やって
きて、自然とふれあう活動にとてもやりが
いを感じています。
　そして、県の愛鳥モデル校に指定されて
いる赤塚中学校でなければできない活動な

ので、とても誇りに思います。
　昭和36年、当時の科学クラブの先輩たちが、ケガをして保
護された白鳥「オゼット１号」を世話し、その翌年には佐潟
で保護された「シベリア太郎」を世話したと聞いています。
　それから数えて27代目になる、平成24年に県愛鳥セン
ターに保護された２羽の白鳥「らい」と「そう」を、現在
12名の委員で世話しています。
　冬には、白鳥の飛来数調査も行っていますが、普段の池
掃除や餌やりなど、命にもかかわる重大な活動を、みんな
と協力して行ったとき
は、特に達成感を味わ
うことができます。
　この活動を通して、
前よりも命を守る責任
の重大さを感じるよう
になりました。

　赤塚中学校では、佐潟クリーン活動とい
う取り組みを行っています。佐潟クリーン
活動とは葦刈りや泥上げ、ゴミ拾い等をし
て美しい佐潟を守っていこうという活動で
す。しかし、私は佐潟をきれいにすること

だけがこの活動の目的だとは思っていません。身近にあり
過ぎるため、当たり前のように見えていた佐潟の良さや自
然の豊かさを再認識できる機会でもあると思っています。
　私は中学校の３年間、小学校も含めると９年間ずっと佐
潟と関わって来ました。そんな中で思った事があります。
それは赤塚に住む人たちと佐潟は共に生き、助け合ってき
たんだということです。私たちは潟普請やクリーン活動な
どの奉仕活動を行っていますが、佐潟からも様々な恩恵を
受け暮らしています。佐潟が昔からきれいなのはこの持ち
つ持たれつの関係があ
るからだと思います。
　私は学校から見る佐
潟の風景が大好きです。
そんな美しい風景を維
持していくためにこれ
からも佐潟と共に歩ん
でいこうと思います。

　佐潟はことし、ラムサール条約登録20周年を迎えました。今号では、佐潟のほとりに位置する赤塚中学校の生徒からお送り
いただいた、佐潟との関わりについての作文をご紹介します！

※ 市では、今年、佐潟のラムサール条約登録20周年を記念する事業を予定しています。今後、市報やホームページなどでお知らせします。

「命を守る」 山本　遥久翔　白鳥環境愛護委員長 「佐潟と共に」 沼倉　泰平　生徒会長
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消えた鎧潟 中島　榮一　潟環境研究所外部相談員／潟東歴史民俗資料館館長

　越後平野は信濃川・阿賀野川などの堆積活動によって造成された沖積平野である。海岸線は村上から弥

彦・角田山地まで弓の弦のように張り出している。距離にして約100キロメートルである。この海岸線に沿

うように砂丘列が発達、海と平野を分断する働きをしている。河口の出口は砂丘列によって遮られ、砂丘列

の内陸側には湿地帯が形成され、潟湖が成立する要因となっている。

　潟湖の誕生には断層活動も重要である。西蒲原地域は長岡平野西縁断層帯の活動に伴う沈降活動で成立した潟湖

が多い。例えば鎧潟の潟底付近から発見された大島橋遺跡は７～８世紀の遺物が検出されている。７～８世紀、鎧潟

の潟底周辺は地表に在り、その後の地震活動などで沈降し、潟が成立したものと考えられる。このような状況は考古

学上の調査活動の進展に伴い越後平野各地で報告されている。例えば、紫雲寺潟（塩津潟）の青田遺跡（縄文時代晩期）もその例である。

　「北国は水国なり、西北は海、東南は山勢、その間は弥彦、米山を除いて平地、川脈縦横し、池沢星の如し、その中で最大の湖沼

は鎧湖（鎧潟）である。周囲は十有余里…」と橘崑
こんろん

崙は『北越奇談』で伝えている。文化８（1811）年頃の越後平野の様子をあま

すところなく伝えている。この一文からも越後平野は広大で湖沼が数多存在する様子が理解できる。湖沼名も鎧潟・福島潟・塩津

潟・佐潟・大潟・田潟・楊枝潟・鳥屋野潟などがあげられて

いる。ここに挙げた潟のうち、福島潟・佐潟・鳥屋野潟を除

けば他の全ての潟は干拓されている。干拓は江戸時代後半か

ら徐々に進められ、現在に至っている。干拓地の大部分は水

田となった。近年は商工業地・宅地への転換が行われている

ところもある。

　低湿地は農作業の困難さに加え、無数の動植物が繁茂・

生息する無気味さ、健康上の問題などマイナスイメージが強

い。しかし、それとは逆に潟湖は自然の恩恵を享受できる場

所として、潟と共に生き、寄り添う人々もいたのである。鎧

潟・遠藤集落はその例である。鎧潟は面積約300ヘクタール、周囲約９キロメートル、水深約150センチメートルであった（「潟東村

誌」）。干拓事業は昭和33（1958）年に開始され、昭和41（1966）年に完成する。

　低湿地の広がる西蒲原地域は米作中心の農業経営が行われている。干拓前、鎧

潟の北東に位置する遠藤集落は漁業が主、米作を従とする経営があり、漁業協同

組合も存在した。春夏秋冬、米作と狩猟・漁労・採集を組み合わせ、生活が営ま

れていた（表１）。栽培した米・野菜以外は自然の恵みを貰い受けていた。春～秋

は鮒・鯉・どじょうなどの魚類、湖面に浮かぶ菱、蓮、マコモなどの採集、冬は

鴨猟、鯉・鮒などを捕獲していた。漁法はスダテ・カブセ網・刺し網などが行わ

れていた（図１）。氷雪期にはガチボイを行った。ガチボイは氷の上を槌で叩き

魚を追い込む漁法である。狩猟は主に鉄砲を利用した他、水面にモチを塗付した

アケビ、藤
ふじづる

蔓を流し鴨を捕獲した。水田からは建築用材、薬草なども入手してい

た。水面及び水路は輸送手段の船道としても重要であった。

　また、狩猟・漁労活動は男性、採集活動が女性と性差による労働の役割分担が

明確であった。女性は採集活動だけではなく、家事全般の他、魚・菱の実の販売

を近郷近在に行っていた。文字通り寸暇を惜しんでの生活であった。収入は中規

模の農家と同程度であったと伝えられている。

　「西に弥彦・角田の霊峰、東に滔々つきぬ信濃川、間に平和な漁村とて人に知

られた名勝地、此処に名高き鎧潟…」と唄いながら、毎日、鎧潟の漁に出る遠藤

の渡辺国松さん（明治43（1910）年生まれ）が居た。渡辺さんが口ずさむ鎧潟

は当時、魚が群れ、鳥が舞い、水辺は各種の生き物を育み、自然を浄化してい

た。今、その水辺は消え、美田に変貌している。

　科学技術の進歩は格段に生活を改善した。一方で動植物を育んだ自然は失われた。

　各種の生き物を育む豊かな水辺空間に身を委ね、心地よい涼風を感じたいと願

う人々がまだ、暮らしている。消えた鎧潟の傍らで…。

図１　スダテ漁（画・星野五郎）

表１　鎧潟周辺の生業暦

春 夏 秋 冬

漁業（コイ、フナなど）

サケ漁

植物性食料（ハス、マコモほか）

ヒシ取り

鳥類

ヨシ、マコモ取り

米作、畑作

写真集「ありし日の鎧潟（古俣近建）」より

※潟東歴史民俗資料館では鎧潟に関する民俗資料や写真が展示してあります。ぜひ訪れてみてください。
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鎧潟干拓地に眠る水生植物 丸山　紗知　潟環境研究所事務局研究員

　土の中で眠っている植物の種 

　田んぼや畑の土には、たくさんの植物の種が眠って

います。このように、土の中で眠っている種のことを

「埋
ま い ど し ゅ し

土種子」といいます。埋土種子は、光や温度などの

刺激を与え、適した環境になると眠りから覚め、発芽す

ることがあります。この埋土種子を地表に撒
ま

き出すこと

によって、絶滅の危機に瀕
ひん

している植物種を復活させた

り、植生を復元させたりする事例が数多く知られています。

　越後平野に存在している水生植物の埋土種子

　低湿地や湖沼沿岸に生育している水生・湿生植物は、たくさんの生き物たちのすみかやえさ場になっています。

　また、水生植物は、水中の有機物を分解し、水を浄化する働きも持っているため、湖沼の水環境や生態系を維持する上で、

重要な存在です。

　しかし近年、耕地整理や干拓による生育環境の減少や、水質の悪化などにより、全国的に水生植物は減少傾向にあります。

　越後平野には、広い水生植物帯を有する福島潟、鳥屋野潟、佐潟といった数々の湖沼がありますが、かつてはもっとたくさ

んの湖沼がいたるところにありました。その多くは干拓されましたが、土の中には、まだ多くの発芽能力を持つ水生植物の埋

土種子が残っている可能性があり、干拓地の土を使って、失われた水生植物帯を復元できるかもしれません。

　鎧潟の水生植物

　干拓された湖沼の一つに、鎧潟があります。鎧潟は、昭和41（1966）年

まで越後平野に存在した湖沼です。旧西蒲原郡（現新潟市西蒲区）のほぼ

中央に位置し、昭和30年代には面積約270ヘクタールという、福島潟に匹

敵する広さの湖沼でした（「西蒲原土地改良史　下巻」、「新・新潟歴史双書

４　内野新川」）。現在、鎧潟干拓地には乾田化された、広い水田地帯が広

がっています。鎧潟は古くから、農業用水、漁場、猟場として利用され、

また、ハス、ヒシ、ジュンサイ、クワイ、マコモ、ヨシといった水生植物

が豊富に採集されてきました。

　干拓前に植物調査をした文献や標本を調べてみたところ、1946年～

1967年に確認、採集された水生植物は計72種となり、非常に高い水生植

物の多様性が維持されていたことが、明らかになりました。

　今も残る水生植物

　現在、新潟大学教育学部志賀隆准教授とともに、越後平野における埋土種子を用いた植生

復元の可能性について検討を行っています。

　そこで、鎧潟干拓地を調査地として、計20か所の調査地点の土を所有者の方からいただ

き、埋土種子の構成種を把握するための土の撒き出し試験を実施しています。鎧潟は干拓

後、約50年しか経っていないため、鎧潟が存在した当時の植物の種子が、まだ生きている可

能性があります。

　平成27（2015）年に、鎧潟干拓地の水田の周りや水路を歩き、現在の水生植物の生育状況

を調べてみました。すると、16種の水生植物（このうち、5種は絶滅危惧種）を確認するこ

とができました。これは、これらの種の種子供給源と、生育に適した環境が、今も部分的に

維持されていることを示しています。種子の供給源は水田の土と考えられ、土と共に水路に

種子が流れ込み、水生植物の群落が作られたと考えられます。

　今後、水田の土を撒き出すことによって、過去存在し、現在確認されなかった種が確認さ

れるかもしれません。どんな植物が出てくるか、楽しみですね。

埋土種子が発芽した様子

水路で確認されたミズオオバコ
（写真上）とトチカガミ（写真
下）。両種とも絶滅危惧種である。

鎧潟クリーンセンターから新潟県道380号今井巻線へ向かう
農道。正面右側には角田山、左側には多宝山が見える。かつ
てこの一帯が鎧潟だった。
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福島潟の現状と課題 松木　保　水の駅ビュー福島潟副館長

Ⅰ．20年間の自然環境の変化

　1997年「水の駅ビュー福島潟」（以下、ビューとする）が開館して、来年は20年となる。開館以来、NPO

法人ねっとわーく福島潟の事務局員として、また、指定管理を委託されて、ビューの職員として、福島潟の

自然の変化を感覚的に漠然と捉えてきた。その中でもいくつかは望ましい変化もあるが、多くは潟環境保全

にとって危惧を感じるようなものである。それらのいくつかを挙げることによって、今後の福島潟の保全に

ついて考えてみたい。

（１）潟の中の島（中州）の面積の減少と水面の拡大

　カラーの図は1997年ビューができる１年前の航空写真にもとづき、作成した福島潟ガイドマップである（図１）。陸地と水面

の割合の様子がよくわかる。1998年から2005年、2009年の航空写真をもとに潟内の陸地の面積を比較したのが、表１である。

1998年の潟内の陸地の面積を100とすると、2009年には、約54%に減っている。

（２）潟のヨシ・マコモ群落など抽水植物の衰退

　潟の中のマコモ群落ならびにヨシ群落の経年変化を航空写真で解析を試みた。植相の境界の判別が難しく明確に衰退しているこ

とを把握できなかったが、漁協の組合員や、潟舟の会員への聞き取り調査では、ヨシ、マコモの群落の衰退が明らかであった。原

因の一部には、オオヒシクイや白鳥が首を伸ばして、マコモやヨシの地下茎を食べることもあるが、島自体の浸食により陸地の水

際に生えるこれらの植物自体が島の面積の減少により、群落が衰退していると考えられる。

（３）潟の柳の木の減少

　かつて潟の中の水路ごとの漁業権やヨシ刈りの権利の境界の目印に植えられた柳の木が、近年減少の一途をたどっている。柳の木の

ある潟風景は福島潟の魅力ともなっていた。減少の原因の一部は、島の浸食により水際にあった柳の木が倒れたこと、カワウなどの糞

害により、木が枯れたことなどがあげられる。しかし、その他の原因としては、毎年行われている潟全面のヨシ焼きも挙げられる。

（４）浮葉植物オニビシの大増殖、ガガブタ群落の復活

　潟カメラを設置している潟中央部、ならびに松岡川の流入口から潟の中

央水路にかけてオニビシが大繁殖しており、潟舟の進行をも妨げるような

状態である。オニビシの大繁殖は、かつて人が食していた在来のホンビシ

（ヒシ）を追いやり、新潟市絶滅危惧Ⅰ類のヒメビシの生存も脅かしてる。

　反面、潟内に殆ど見られなかった新潟市絶滅危惧Ⅰ類のガガブタが2015

年夏ごろから、潟の内部と放水路の雁かけ橋付近に大繁殖をしている。

（５）水質の変化1998～2015

　福島潟の水質については、新潟市が毎年１回調査をしている。図２

は、福島潟の流出河川新井郷川の潟口橋のBODの経年変化である。い

ずれの年も環境基準以下であり、大きな変化はなく、良好である。

平成10（1998）年 平成17（2005）年 平成21（2009）年の空撮からみた水面の拡大図

表１　航空写真からみた陸地面積の比較

年 ５㎜×５㎜の
方眼数 図上の㎠ 比較（%） 方眼を満たしたところの

実面積換算（㎡）
1998 472 118 100 436203.52
2005 392 98 83.05 362270.72
2009 255 63.75 54.03 235660.8

H13
0.0
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環境基準
潟口橋
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1.0

1.9 1.9
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1.8 1.8 1.8 1.8

2.4
2.1 2.12.0 2.0

1.7 1.7

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

図２　潟口橋のBODの経年変化（「平成27年度　新潟市の環境」より）

図１　ガイドマップ「潟の野遊び」より
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　表２は、ねっとわーく福島潟が1998年から毎年実施してきた水質調査の結果である。毎年の結果はねっとわーく福島潟活動報

告集１～18号に記録してきたものである。（18号は未刊）

（６）流入13河川の魚類相の経年変化

　表３は、福島潟13流入河川で確認（調査は

ねっとわーく福島潟が毎年行ってきた）でき

た魚類である。1998年から2015年の間、13

の流入河川の魚種の変化はほとんどみられな

い。強いて挙げれば、本来南西日本に多いツ

チフキが2000年以降、カネヒラが2007年以

降見られるようになったことなどである。魚

類相の調査時に、甲殻類の調査も行ってきた

が、2013年以降、かつて潟で漁を行ってき

た、スジエビ、ヌカエビが復活し、趣味で漁

を行っている潟の漁師によると、スジエビが

ここ２～３年の間、相当の量になるとのこと

である。

（７）外来生物の増加　

　外来植物セイタカアワダチソウの侵入によ

り潟ならびに潟周辺の在来植物が駆逐されてい

る。その他、外来生物ではないが、カナムグラ

もヨシに巻き付きヨシ群落が脅かされている。

またアメリカネナシカズラも園地のあちこちに

みられるが、見つけ次第駆除している。

　動物では、特に放水路で、ブラックバス、ブ

ルーギルの増加がみられる。またミシシッピー

アカミミガメが増加し潟周辺で繁殖している。

クサガメが減少し、ニホンイシガメがほとんど

見られなくなった。

Ⅱ．福島潟の未来への展望

（１） 旧来の潟の中の浚
しゅんせつ

渫は、主要水路のみにとどめ、しばらく様子をみることが必要と思う。

  　新しく水田から、潟に戻す地域の浚渫は、全面を平らに浚渫するのではなく、凹凸のある環境（水面と島がある環境）に

し、ヨシ、マコモの生える緩衝帯をのこすべきである。

（２） ヨシ焼きは、潟の中全面を焼くのではなく、部分的に焼くか、数年に１回あるいは５年に１回程度にとどめ、しばらく様子

をみる必要がある。

（３） 従来からある「福島潟環境保全連絡協議会」は、現在のところ「福島潟クリーン作戦」と「ヨシ焼き」の行事を主催してい

るが、福島潟の環境保全の将来像を描く連絡会等を新潟市の北区ならびに周辺市町村も含め、潟環境研究所に期待したい。

Ⅲ．謝辞

　本稿をまとめるに当たり、多くの資料提供をいただき、さまざまな聞き取りにもご協力をいただいた豊栄土地改良区の風間　智氏

に厚く御礼を申し上げる。また、聞き取り調査にこころよく対応していただいた福島潟漁業協同組合の横山辰二氏、佐藤　了氏、

長谷川哲夫氏にお礼を申し上げる。

表２　福島潟の水質の経年変化（ねっとわーく福島潟の調査から）
水質　項目 98 99 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

万十郎川COD［mg-O/L］ 4.00 3.20 4.80 4.00 4.00 4.00 15.00 6.00 4.00 8.00 5.30 8.00 10.00 10.00 4.80 7.30 3.30 8.20 
万十郎川亜硝酸態窒素［mg-N/L］ 0.010 0.013 0.040 0.010 0.012 0.012 0.020 0.020 0.050 0.050 0.009 0.050 0.020 0.020 0.012 0.011 0.012 0.012 
万十郎川オルトリン酸態窒素［mg-P/L］ 0.2 0.1 0.05 0.06 0.06 0.07 0.2 0.2 0.1 0.2 0.1076 0.2 0.2 0.2 0.054 0.120 0.068 0.013
万十郎川　電気伝導度［μS/cm］ 80.0 82.9 85.8 90.0 91.0 53.7 82.7 69.0 86.0 86.0 85.0 119.0 114.0 90.0 76.1 
荒川川　電気伝導度［μS/cm］ 105 82.5 84.5 76.0 58.0 95.9 86 94 108 88 107 68.5 60 125
潟口橋　電気伝導度［μS/cm］ 150 135 145 114.5 102.5 14.7 106.5 103 107 114 116 119 99.9 

確認年

科名 種名 生活史 新潟市
RD 98 99 ０ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

１ ヤツメウナギ スナヤツメ 純淡水魚 VU ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２ コイ コイ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
３ ゲンゴロウブナ 純淡水魚
４ ギンブナ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５ ヤリタナゴ 純淡水魚 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
６ カネヒラ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７ キタノアカヒレ
タビラ 純淡水魚 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ タイリクバラタ
ナゴ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ ハス 純淡水魚 ○ ○ ○
10 オイカワ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ソウギョ 純淡水魚
12 アブラハヤ 純淡水魚 LP ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ウケクチウグイ 純淡水魚 NT ○ ○ ○
14 ウグイ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 モツゴ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
16 ビワヒガイ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 タモロコ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 カマツカ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
19 ツチフキ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
20 ニゴイ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21 ドジョウ ドジョウ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
22 シマドジョウ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 ホトケドジョウ 純淡水魚 VU ○
24 ギギ ギギ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 ナマズ ナマズ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 アカザ アカザ 純淡水魚 NT ○
27 サケ ヤマメ 遡河回遊魚 NT
28 メダカ キタノメダカ 純淡水魚 NT ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 カジカ カジカ大卵型 純淡水魚 NT ○ ○ ○ ○
30 サンフィッシュ ブルーギル 純淡水魚
31 オオクチバス 純淡水魚 ○ ○
32 コクチバス 純淡水魚 ○
33 ハゼ ウキゴリ 両側回遊魚 ○ ○ ○ ○
34 ジュズカケハゼ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 トウヨシノボリ 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 ヌマチチブ 純淡水魚 ○
37 タイワンドジョウ カムルチー 純淡水魚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

計 20 19 19 25 22 22 24 24 25 20 21 22 18 16 16

表３　福島潟13河川で確認した魚類
表中に確認のないゲンゴロウブナとソウギョは、潟の中で網にかかったもの。ヤマメは、冬季
に本田川で確認したものである。（ねっとわーく福島潟調査から）
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　私たちが暮らす新潟は、川や堀などたくさん

の水の恵みがありました。このたくさんの川や

潟、堀は、田畑を潤して農作物を私たちに与え

てくれました。遠くへ移動する時も、荷物を運

ぶときも、舟を走らせて私たちを助けてくれま

した。

　新潟に現れた龍

　しかし、水辺には恐ろしい出来事もおこりました。文化9（1812）年

に書かれた「北越奇談」には、新潟の港や信濃川に龍が現れて、水を吸

い上げたり、雷を落としたり竜巻を起こしたと書かれています。龍は想

像上の動物といわれていますが、蛇や鯉が長く生き、天に昇って龍にな

るとも考えられていました。ちょうど龍に変化するところだったのか、

蛇のようなものが空中を飛んでいったという記述もあります。

　大蛇、神となる

　優しい川も時として魔物のように人々を襲うこともありました。曲が

りくねった川の流れを「蛇行」と表現するように、巨大な蛇が川を作る

とも考えられていました。新潟から40キロメートルほど離れた五泉市

の白山という山に慈光寺というお寺があります。ここに山を荒らす大蛇

がいたので、室町時代に慈光寺の傑堂能勝禅師という僧侶がお経の力で

大蛇を追い出しました。大蛇は苦しみ、洪水を起こしながら能代川とい

う川を作って海のほうへ移動しました。能代川から小阿賀野川という川

を通り、信濃川を下っているうちに力を失い、白山神社の神主の夢枕に

立って助けを求めました。神主は大蛇の願いを聞き入れ、現在白山神社

にはこの蛇を祀った「蛇松明神」という祠
ほこら

があります。山を荒らしてい

た大蛇は、里へ下りて人々を守る存在になったのです。山から流れて来る洪水は人々には大変な災いをもたらしますが、運ばれた

山の土は田畑に栄養を与えるものであったのかもしれません。

　本住寺の蛇頭さま

　新潟の平野は湿地帯で、田もぬかるんで深く、農作業が大変な場

所が多くありました。そんなところでは、潟の底の土を集めて舟で

田に運び入れたりしました。この作業は危険で、土を積んだ船が転

覆して人が亡くなることもありました。そんな時、人々は潟の主の

大きな亀が船をひっくり返したのではないかと噂しました。また、

川でおぼれる人があると、河童が引きずり込んだのだと噂しました。

　新潟市秋葉区小須戸の本住寺というお寺には「蛇
じゃがしら

頭さま」と呼ば

れる寺宝が存在します。この地が鎌倉潟と呼ばれる湿地帯だった

頃、開発しようとしても大蛇が暴れて作業ができないため、「横川浜

村肝煎宗右衛門大蛇へ申入る」と大蛇に訴えました。この訴えが届

いたのか、開発は無事に終わり、竜王堂を建てて弁天様を祀りまし

た。本住寺の蛇頭さまはこの大蛇と考えられます。大蛇に感謝し、今も一年に一度、蛇頭さまの法要を行っています。土地が

開発されたのが元和６（1620）年ですから、400年近く蛇頭さまは人々から祀られていることになります。

　今は治水の技術も進み、私たちは平穏な生活を送っていますが、この足元にはたくさんの物語が刻まれています。私たちの

知らない物語がまだ眠っているかもしれません。こうしたお話を知り、犠牲になったものたちに感謝しながら、水辺の怪異を

調べていきたいと思っています。

「北越奇談」似類　橘崑崙画
（新潟県立図書館蔵）

「北越奇談」龍　葛飾北斎画
（新潟県立図書館蔵）

「蛇頭様ご開帳」本住寺

水辺の怪異 高橋　郁丸　潟環境研究所研究補助員／新潟県民俗学会理事
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　このコーナーでは、“猫仙人”郁丸が、にいがたの「潟伝説」をイラスト入りで紹介してくれ
ます。さて毎回どんな伝説が飛び出すか…どうぞお楽しみに！

郁丸が探る！にいがた「潟」伝説

　みんなは知っていたかな、潟にはたくさんの伝説があることを！今回は「福島潟」にま
つわる伝説を探ってきたよ。
　昔、紫雲寺（現新発田市）に真野長者という長者がいて、その一人娘の「お福」がお寺
の少年僧に恋をしたんだ。恋焦がれるあまりに蛇体となって少年僧を紫雲寺潟に引き込ん
で潟の主となったという伝説があるんだけど、紫雲寺潟は干拓されてしまった。それでお
福は近くの潟に引っ越したんだ。そのためにお福の名前の福の字をとって福島潟という名
になったと言われているんだよ。その後、福島潟も開墾が進んだので、お福は鳥屋野潟に
引っ越した（中央大学民俗研究会「新潟県豊栄市調査報告」1983）ともいわれているよ。

　福島潟には予言をする妖怪の話もあるよ。潟に
夜な夜な光るものが現れて、芝田というお侍さんが
見に行ったら、「悪い風邪がはやるから自分の姿を
描いて広めて」と言ったそうで、嘉永年間にその摺
物が流行ったみたい。「海中の人」とか、「亀女」と
か、摺物によってちょっと姿が変わっているんだ。
　さて、今回はこの辺で。では、そろそろ次のお
もしろそうな話を探りに行くか…いざさらば！

　レンコンは秋から冬に養分がた
まって肥大化した地下茎です。こ
の地下茎は、実は太くなる前も食
べることができるんです。佐潟周
辺では「コウバイ」と呼ばれてい
ますシャキシャキしていて、油炒
めにするとおいしいそうです。

　６月中旬には、水面から巻葉の頭が突き出ているのを見る
ことができます。円形状に開く前のハスの若葉は両側から内
側にかけてクルクルと丸まっています。この時期、佐潟や福
島潟では、早いもので花が咲いているハスもありました。
　佐潟周辺では「まくれ」、福島潟周辺では「ろーるっぱ」と
呼ばれています。大きすぎず、小さすぎず、葉の長さが10セ
ンチメートルくらいのものが味が濃くて美味しいそうです。地
元の人に食べ方を教わり、調理してみました。葉の根元を折っ
て柄の部分は取り除きます。 切ってみると葉が丸まっている
様子がよくわかります。よく洗って、軽くゆでます。天ぷらに
したり、辛味噌炒めにしたり。苦味はなく、やわらかい葉の食
感を楽しめる、季節の一品ができました。任務完了！

新コーナー

だよ
新コ

だよ

お福

海中の人 亀女

１

アンナ隊長
「「「「潟を食べる!!」❶を食べる!!」❶

勝手気ままに潟食文化探検!? 　このコーナーは、潟食文化探検隊（仮称）をひそかに立ち上げ、と
りあえず隊長に就任した、アンナ隊長こと隅 杏奈（潟環境研究所事務
局研究員）が、潟周辺地域の人々から教わった潟の食材を実際に食べ
てみる！という新企画。さて、初回の食材は何ですか～アンナ隊長！！
　はい、今回の食材は「ハス」。食べられるのはレンコンだけではな
いんですよ～。

ハスの地下茎ハスの地下茎
天ぷら天ぷら

辛味噌炒め辛味噌炒め

ハスの巻葉ハスの巻葉

探検!??? こ

こちらも
新コーナー

郁丸（ふみまる）
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　春には満開の桜や菜の花で彩られる上
うわせきがた

堰潟は、いまや
多くの人々の憩いの場となっている。
　一周約２キロメートルの遊歩道が整備され、「朝早くか
ら利用者が絶えない」と、毎日のように上堰潟を見守っ
ている地域の齋藤一雄さん（上堰潟公園を育てる会会
長）から教えていただいたことがある。５～60年前の上
堰潟では、田舟による稲の収穫をしたり、舟をひっくり
返して泳いだりしたそうだ。
　松野尾小学校では、地域の宝であるこの上堰潟を中心
に地域の自然について学んだり、全校でクリーン作戦な
どを行ったりしてきている。これは、毎年、齋藤さんを
はじめ松野尾地域コミュニティ協議会の皆さんが学習支
援してくださっているおかげである。

　上堰潟が海とつながっていることから、鮭の稚魚放流も始めている。27年度は、４、５、６年生と地域ボラン
ティアの皆さんとともに、日本海区水産研究所の飯田研究員の出前授業を受け、鮭の生態や上堰潟へ遡

そ

上する鮭につ
いて学ぶことができた。最新の研究結果を盛り込んだ内容に聞いていた子どもたちは目を輝かせていた。
　地域ボランティアの皆さんと全校児童で鮭の稚魚を放流し、子ど
もたちは「元気にふるさとに帰って来てほしい」と願いながら、校
歌を歌ったり、鮭の稚魚の姿を追いかけたりしていた。
　地域の皆さんと連携しながら、このような豊かな体験活動を通し
て、松野尾小学校の子どもたちが、「地域を大事に守り続けていき
たい」という思いを強くするように、特色ある教育活動を展開して
いく。
　そのために、地域の宝である皆さんとさらにつながりを深め、私
自身も学んでいきたいと思う。

桜と菜の花が満開の春の上堰潟

発　行
平成28年７月
新潟市地域・魅力創造部 潟環境研究所事務局

〒951-8550
新潟市中央区学校町通１-602-１（市役所本館４階）
☎ 025-226-2072 
fax 025-224-3850
e-mail kataken@city.niigata.lg.jp   
URL http://www.city.niigata.lg.jp/
 shisei/kataken/index.html

　本市には、地域の暮らしに根差した「里潟（さとかた）」とも
いうべき個性豊かな潟が多く残っています。当研究所は、これ
らの潟と人とのより良い関係を探求し、潟の魅力や価値を再発
見・再構築するため、平成26年４月に発足しました。
　潟に関わる多くの皆さまと連携しながら、自然環境や歴史、
暮らし文化などについて、調査・研究を進めています。

Facebook
ページ

本間　アユ子／新潟市立松野尾小学校長

上堰潟は地域の宝物5

潟 のエッセイ

新潟市潟環境研究所について

上堰潟で田舟体験する子どもたち

子どもたちが鮭の稚魚を放流する様子

新潟市内に点在する湖沼「潟」に関わる資料や情報をまとめたデジタル博物館です。

URL http://www.niigata-satokata.com/

潟のデジタル博物館新潟市

N I I G A T A  C i t y  W e t l a n d  D i g i t a l  M u s e u m



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 120
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 120
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 500
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [350 350]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


